
令和５年度太陽とみどりの里重点事業報告 
 

新型コロナウイルス感染症の位置づけが５類移行後も感染は一向に収まらず、県内の福祉施 

設でもクラスターの発生が相次ぐなど、引き続き感染対策を執りながらのサービス提供を行っ

た。 

事業運営については、コロナ感染による影響が少なかったこともあり、おおむね順調に推移 

し、延べ利用者数は前年度比約 3％の伸びとなった。 

しかし、一方で職員不足により各事業所とも利用者の受け入れ体制が整わない状況となって 

きており、人材の確保が急務となっている。 

中長期事業計画は、つどいの里運営事業所の移転に係る市の動向を注視すると共に、社会情 

勢の変化に伴い、積み上げたデータの精査等、引き続き調査検討を進めることとした。 

ＢＣＰについては、計画の作成が完了し、マニュアルに沿った訓練を実施した。今後、必要に 

応じて計画の見直しを掛けていくこととしている。 

 

項目 実施計画 実施状況 

１．中長期事業計画
の策定 
 

・つどいの里運営事業所の移
転に係る情報収集及び調査、
検討 

 

・つどいの里運営事業所の移転に大きく
影響する市立病院の動向について、特に
大きな動きは無かったが、令和６年３月
議会での市長施政方針で市全体の医療政
策の基本となる「安来市地域医療構想」を
令和 6 年度にまとめることとされており、
引き続きその動向を注視したい。 
 

２．業務継続計画
（ＢＣＰ）の作成 
 

・災害、感染症発生時の入所、
入居事業所の事業継続のため
の計画書の作成 
 

・８月に業務継続計画（BCP）作成済み。 
・法人全体訓練（地震想定）を１０月に実
施した。 

 



令和 5 年度 事業報告 

事業所名 法人事務局 

項目 実施計画 実施状況 
Ⅰ 重点目標 

 
 
 
 
 

 

① 利用者、職員、経営者の三者の満足を
目標とし、地域に愛され信頼される施
設を目指し活動を行う。 

 
 
 
 
 
 
② 中長期事業計画の策定 
 事業所移転に係る情報収集及び調査、検
討 
 
 
 
 
 
③ 業務継続計画（BCP）の作成と訓練の実

施 
 災害、感染症発生時の入所、入居事業所
等の事業継続計画書の作成と訓練の実施 

・新型コロナウイルス感染症の位置づけ
が、令和５年５月８日から「５類感染症」に
移行となり、一般的には感染症対策も緩和
されたが、依然として新型コロナウイルス
への感染は発生しており、法人としては引
き続き感染対策を実施した。そのため、実
習生の受け入れは行ったが、ボランティア
や地域の方々等との交流は出来なかった。 
 
・つどいの里の移転に大きく影響する市立
病院の動向について、特に動きは無かった
が、令和６年３月議会での市長施政方針で、
市全体の医療政策の基本となる「安来市地
域医療構想」を令和６年度にまとめること
とされており、引き続きその動向について
注視したい。 
 
・８月に業務継続計画（BCP）作成済み。 
・法人全体訓練（地震想定）を１０月に初め
て実施した。 

Ⅱ 業務目標 《法人関係》 
① 計画的な理事会・評議員会の開催 
※役員（理事・監事）の任期満了に向けて
候補者調整を行う。 
 
 
 
 
② 監査会の開催（中間監査・決算監査） 
 
 
③ 法人運営会議の開催（部署間の統括、

調整、援助） 
 
 

 
・理事会５回（うち 1 回は書面決議）、評議
員会４回を開催した。 
・６月８日の通常理事会で、現役員が引き
続き新役員（理事・監事）の候補者として推
薦され、６月２３日の定時評議員会で承認
された。 
  
・監事による業務と会計についての中間監
査及び決算監査を実施した。 
 
・法人運営会議を 9 回開催した。 
（4 月、5 月、7 月、8 月、9 月、10 月、11
月、12 月、3 月） 
 



《総務関係》 
① 新型コロナウイルス感染対策の継続 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 的確な経営状況の把握と内部牽制体

制の確立及び適切な財務管理と会計
処理の実施（税理士事務所による月次
会計指導） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 経営透明性の確保 
（財務諸表開示、広報誌の定期発行を行
い、地域に向け情報発信を図る。） 
 
 
 
 
 
 
 
④ 人事考課制度を適切に運用し、人材育

成並びに職員の資質の向上を図る。 
 
 
 

 
・新型コロナウイルス感染症の位置づけ
が、令和５年５月８日から「５類感染症」
に移行となったが、検温やマスクの着用、
手洗い、手指消毒、換気等基本的感染対策
を継続した。 
・職員の行動制限の緩和、感染時の休暇期
間等、国から示された取り扱いの変更内容
を参考に、法人の指針変更を実施した。 
・ワクチン接種について、業務中での接種
や接種後の副反応により業務が困難な時
は、特別休暇扱いとすることにより、接種
への促しを継続して行った。 
・毎月行う税理士事務所の会計指導によ
り、正確な会計処理に努め、経営状況の把
握を行った。また会計責任者と出納職員を
別に配置し、内部牽制を図っている。 
・10 月 18 日に、「尼子苑利用者の預り金に
ついて」内部経理監査を実施した。 
・インターネットバンキング利用規程及び
クレジットカード取扱規程を制定し、令和
6 年 4 月 1 日からの施行とした。 
・預貯金口座名義を理事長名に一本化し
た。 
 
 
・法人ホームページを利用し財務諸表等を
開示した。また、閲覧に供するため財務諸
表等関係書類を法人事務局へ備え置いた。
（開示日 6 月 27 日） 
・広報誌第 59 号を 7 月に発行し決算状況
等の情報発信を行った。 
・（独）福祉医療機構が運営する福祉・保険・
医療の総合情報サイトへ決算状況を開示し
た。 
 
・人事考課制度により職員個々の評価を行
った。職員のモチベーションを高めるため、
引き続き処遇改善一時金に結果を反映させ
た。 
 
 



⑤ 定年延長に関する情報収集及び検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 計画的な設備更新の検討 
 
 
 
⑦ 適正な労務管理の実施 
労働基準監督署関係、社会保険関係、法人
諸規則、契約等 
 
 
 
 
⑧ 介護職員等に対する処遇改善の継続 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ 介護職場への外国人労働者受け入れ

の検討 
 
 
 
⑩ 福利厚生センター事業の積極的な活

用 
 
 
 

高年齢者雇用安定法では、65 歳までの雇用
を確保することが義務付けられ、70 歳まで
の就業機会の確保が努力義務となってお
り、公務員も令和 5 年度から定年年齢が段
階的に引き上げられ、令和 14 年度から 65
歳での定年となる。当法人でも新規の介護
職員の採用が難しい中、安定した雇用を確
保していくためにも、定年年齢の引き上げ
は必要であるため、他法人の状況も踏まえ
ながら、定年年齢の引き上げに向け、引き
続き検討を行う事とする。 
 
・各施設の設備等について、老朽化による
更新を検討する時期にきており、その洗い
出しを行った。 
 
・ストレスチェックを実施した。 
＊回収率 66.3％（前年度回収率 66.7％） 
・労務管理等について、労働基準監督署に
よる労働条件実態調査を比田デイサービス
（6 月 26 日）、太陽デイサービス（11 月 1
日）で受検した。 
 
・介護職員処遇改善加算、介護職員等特定
処遇改善加算及び介護職員等ベースアップ
等支援加算による一時金並びに手当を支給
し処遇改善を図った。 
・令和６年度の介護報酬改定にともなう旧
３加算の一本化にも対応し、引き続き処遇
改善を実施していくこととしている。 
 
・令和５年度での外国人労働者の受け入れ
は無かった。大阪健康福祉短期大学とも連
携を図るとともに、当法人の受け入れ態勢
も含め、引き続き検討を行う。 
 
・福利厚生センター事業を活用し検診助成
を行った。 
・永年勤続表彰等の対象者 25年：1人 20
年：1 人 15 年：2 人 10 年：2 人 
 



⑪ 報酬改定に関する情報収集と各事業
所との連携 

・厚労省や県からの情報を基に報酬改定内
容を把握し、新たに適用できるものや変更
となる加算等について、各事業所と情報共
有し、令和６年度から対応していく準備を
行った。 

Ⅲ 能力開発
目標 

《法人関係》 
① 役員等の経営者研修及び人権同和研

修への参加 
 
② 適正な法人経営に向け、監事等の監査

関係研修への参加 
 
《総務関係》 
① 各事業所が参加する法人内研修の実

施 
 
 
 
 
 
② 研修等の受講により会計実務の習得

に努める。 
 
③ 労務管理の十分な知識習得に努める。 

 
 
 

 
④ 法人窓口として接遇向上を図る。 

 
・令和 5 年度安来市企業等同和問題研修会
への参加：職員 2 名（8 月 29 日） 
 
・令和 5 年度社会福祉法人指導監査説明会
への参加：監事 1 名、職員 1 名（7 月 6 日） 
 
 
・事故防止リスクマネジメント研修をリモ 
－ト開催：９名参加（7 月 24 日） 
・高齢者虐待研修をリモ－ト開催：１２名

参加（12 月 7 日） 
・管理職を対象にハラスメント研修を対面 
開催：１０名参加（２月１５日） 
 
・新型コロナウイルス感染拡大のため中

止。 
 
・労基法等に沿った労務管理に努めた。 
・新たに社会保険労務士と委託契約を締結
し、１月から定期的に労務管理関係の指導
を受けている。 
 
・新型コロナウイルス感染拡大のため職員

研修等は実施できなかったが、今後も接
遇に対する苦情等が無いように、利用者
及び来苑される皆様に対して適切な接遇
に努める。 

 



令和５年度 理事会・評議員会・監査会等に関する事項 
 

〇理事会に関する事項 

開催日 出席数 議案等 結果 

令和５年 

６月８日 

第１回 

通常理事会 

８名 第１号議案 令和４年度事業報告及び計算書類、財産目録の承認並びに監事

監査報告について 
第２号議案 新役員（理事・監事）候補者の推薦について 

第３号議案 内部経理監査委員の選任について 

第４号議案 令和５年度定時評議員会の招集について 

承認 

 

承認 

承認 

承認 

令和５年 

６月２３日 

第１回 

臨時理事会 

８名 第１号議案 理事長の互選について 
第２号議案 理事長の報酬額について 

第３号議案 令和５年度第１回臨時評議員会の招集について 

承認 

承認

承認 

 

令和５年 

７月２５日 

第２回 

臨時理事会 

８名 第１号議案 令和５年度第１次補正予算（案）について 

 

承認 

書面

決議 

 
 

令和５年 

 １２月８日 

第２回 

通常理事会 

８名 第１号議案 令和５年度第２次補正予算（案）について 
第２号議案 令和５年度第２回臨時評議員会の招集について 

承認 

承認 

 

 

令和６年 

３月１９日 

第３回 

通常理事会 

８名 第１号議案 経理規程の一部改正について 

第２号議案 インターネットバンキング利用規程の制定について 

第３号議案 クレジットカード取扱規程の制定について 

第４号議案 令和５年度第３次補正予算（案）について 

第５号議案 社内ネットワークシステム機器等の更新契約について 
第６号議案 令和６年度事業計画（案）及び資金収支予算（案）について 

第７号議案 令和５年度第３回臨時評議員会の招集について 

承認 
承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

 

〇評議員会に関する事項 

開催日 出席数 議案等 結果 

令和５年 

６月２３日 

定時評議員会 

９名 第１号議案 令和４年度事業報告及び計算書類、財産目録の承認並びに監事

監査報告について 

第２号議案 新役員（理事・監事）の選任について 

承認 

 

承認 

令和５年 

６月２３日 

第１回 

臨時評議員会 

９名 第１号議案 理事長の報酬額について 承認 

 

 

 

令和５年度 

１２月１９日 

第２回 

臨時評議員会 

１０名 第１号議案 令和５年度第２次補正予算（案）について 承認 

 

 

 

令和６年 

３月２７日 

第３回 

臨時評議員会 

１０名 第１号議案 令和５年度第３次補正予算（案）について 

第２号議案 令和６年度事業計画（案）及び資金収支予算（案）について 

承認 

承認 
 
 

 



〇監事監査に関する事項 

開催日 出席数 議案等 

令和５年 

５月２５日 

２名 １） 令和４年度業務及び会計決算監査 

２） 理事の業務執行状況 

令和５年 

１１月１５日 

２名 １） 令和５年度業務及び会計中間監査 

２） 理事の業務執行状況 

 

○内部経理監査に関する事項 

開催日 出席数 議案等 

令和５年 

１０月１８日 

２名 １）尼子苑利用者の預り金について 

 



事業所名　　　尼　子　苑

目　　標 事　業　計　画 実　施　状　況

重点目標

①入所者一人ひとりの人権を尊重し個々の思いやニーズが
実現できるよう支援しサービスの質の向上に繋げる。
②職員の資質向上と専門的知識習得のため研修等に積極的
に参加し資格取得に取り組む。
③実習生やボランティア等の受け入れを積極的に行い地域
交流につなげる。
④関係機関等との連携を密に行い信頼関係を深める。

〇新型コロナウイルス感染症予防のため、家族との面会や外部と
の交流は継続して制限させてもらった。個々の思いや楽しみのある
生活を十分に支援できなかったが、できるだけ笑顔で過ごしていた
だけるよう個別対応に努めた。
〇介護職員初任者研修の受講、介護福祉士国家資格の取得、介
護支援専門員の資格取得に取り組んだ。
〇新型コロナウイルス感染症予防のため研修医や中高生の体験
学習は受け入れなかった。福祉専門学校の介護実習生のみ３名受
け入れた。保育園との交流や抹茶ボランティアなどの受け入れも中
止した。
○老人保健施設や介護医療院、療養型医療施設、居宅介護支援
事業所、養護老人ホーム等と電話連絡を中心に情報交換を行った

サービス目標

①入所者の健康状態の把握に努め異常の早期発見・早期治
療に努め、感染症の予防及び対策を徹底する。
②バイキングやセレクト食・誕生食など選んで食べる機会を
増やし、食べる楽しみを満喫できるよう努める。
③事故の防止及び適切な緊急対応を行い安全に安心して生
活できる快適な場の提供に努める。
④入所者個々の状態に合った個別外出や離床を積極的に行
い単調になりがちな生活に変化をつけ楽しみのある生活がで
きるように努める。
⑤苑内行事や季節ごとの行事に利用者が全員参加できるよ
う努める。
⑥苑内外の研修に積極的に参加し資格取得及び認定の取得
に取り組む。また、接遇研修や階層別研修などに参加し全職
員が各々の立場で役割を果たす。
⑦協力病院や各関係機関との連携を密に行い信頼関係を深
める。

〇感染対策を徹底して行い、新型コロナウイルスなど感染拡大する
ことはなかった。入所者の罹患者は無かった。
〇毎月3回定期的にバイキングやセレクト食を実施した。特に刺身
バイキングや新米おにぎり、パン、にぎり寿司が好評だった。また、
季節の果物も喜ばれた。調理の実演や鰤の解体ショーはコロナ禍
により中止した。毎月1回誕生月のお祝い膳を提供し喜んでいただ
いた。お祝い膳の献立は、誕生者の希望を全て取り入れ取り組ん
だ。赤飯・天ぷら・刺身・茶碗蒸しなどの希望が多く好評であった。
○コロナ禍の影響で外出援助が難しく、ご家族との面会制限も続い
た。できるだけ入所者個々への声がけを多く行い精神面でのサ
ポートに努めた。
〇地域の行事や自宅への外出、ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞや外食、ﾄﾞﾗｲﾌﾞなどはコロ
ナの影響でほとんど実施できなかった。年間１８名ドライブなど実施
できた。
〇毎月1回定期的に苑内研修を開催し、身体拘束・虐待・感染症・
認知症ケア・事故防止等について事例検討を行い予防に努めた。

令和5年度　事業報告書



能力開発目標

①研修等に積極的に参加し自己研鑚に努め、全職員が各々
の立場で役割を認識し能力の向上を図る。
②事故報告やｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ報告等の活用により事故の状況把
握・分析・検証し再発防止能力の向上を図る。
③職員間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとﾁｰﾑﾜｰｸにより明るい職場づくりに
努力する。

〇コロナ禍の影響で外部研修はリモート研修が多く18名参加した。
認知症・虐待・苦情解決・成年後見制度・介護職員初任者研修など
の内容だった。苑内研修では、感染症・人権・緊急時の対応・身体
拘束・虐待・認知症・介護技術など介護職員としての専門性や人
権・差別などについて知識を高めた。また、各ケア検討チームを中
心に定期的に話し合いを行いサービスの質の向上に繋げた。
○インシデント報告書を積極的に記入できるよう、職員会議や日々
のミーティングを利用して「気づき」について意識を高めるよう努力
した。

地域目標

①保育園、中学校との交流や実習生・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱなどの受け入
れを積極的に行い地域との関係を密にする。
②地域の行事等に積極的に参加し地域住民との交流を図
る。

〇新型コロナウイルス感染症拡大防止のため保育園との交流やボ
ランティア等の受け入れは中止した。また、研修医の受け入れもで
きなかった。
〇コロナ禍の影響でお雛祭りや恵比須祭りなど地域の行事は全て
開催されなかった。尼子苑敬老会は規模を縮小し食事会に変更し
たため家族や地域の方々との交流はできなかった。

業務目標

①長期入所については定員82名。稼働率98％を目標とする。
②短期入所については定員8名。稼働率75％以上を目標とす
る。

〇長期入所については、年間延べ２９，３５６人、稼働率９７.８１％
の実績だった。前年度に比べ１,４９４人増え、稼働率４.７４％アップ
した。
○短期入所については、年間延べ２，０９６人、１日平均約５.７４人、
稼働率　７１.５６％の実績だった。前年度に比べ稼働率６.９４％アッ
プした。新型コロナウイルスなどの感染症対策をしっかり行い実績
に繋げた。



１． 年間行事

４月 　　桜餅づくり　　　はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：筍とわらびの煮物　玉子スープ
５月 　　芝桜見物　　　はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：エンドウ豆ご飯とふき　麦入りおにぎり　
６月 　　笹巻き　菖蒲湯　　　はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：新じゃが煮物　ちらし寿司
７月 　　はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：コロッケ　しじみ汁　そうめんサラダ
８月 　　はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：なす煮物　芋のつる煮　味噌汁
９月 　　尼子苑敬老会　　　はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：芋のつる煮　南京まめさつま芋てんぷら

１０月 　　運動会　　　はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：舞茸と栗ご飯　かぶ漬物　
１１月 　　紅葉ﾄﾞﾗｲﾌﾞ　白鳥見物　　　はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：沢庵入りサンドイッチ　ピラフ　
１２月 　　ゆず湯　忘年会　餅つき　　はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：ホットケーキ　はっさく甘煮　

１月 　　とんどさん　　餅つき　　　はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：赤貝ご飯　白菜中華炒め
２月 　　節分　そば打ち　　　　バイキングﾞ：おでん　
３月 　　お花見　喫茶　　　バイキング：刺身

２．研修

　　・新型コロナウイルス感染症対策研修会
　　・リスクマネジメント研修

　・身体拘束廃止について 　　・介護実習指導者研修会
　・虐待防止について 　　・高齢者虐待防止対策研修会
　・事故防止について　事例検討 　　・福祉サービス苦情解決研修会
　・感染症予防について 　　・成年後見制度活用講座

新型コロナウイルス感染対策 　　・認知症対応力向上研修会　
食中毒予防　ノロウイルス 　　・県老施協研修大会
尿路感染　　ＥＳＢＬ感染対策
風邪　インフルエンザ予防対策
肝炎　皮膚疾患など

　・救急救命について
心肺蘇生　救急対応

　・防災研修

① 虐待防止について
　　　安全な職場づくり
　　　防止に向けた取り組み

② 新型コロナウイルス感染対策
　　　5類移行　高齢者をどう守るか

③ 健康な体づくりの為の食生活
　　　効果的な食生活

④ 高齢者虐待の防止に係わる研修
⑤ 認知症ケア研修

　　　事例検討　　ＢＰＳＤ対応
⑥

３．入退所状況

その他
０名入所前の状況 　５名 １６名 １０名

退所者数 ３１名

（参考） 自　　宅 施　　設 病　　院

施　設　内　研　修 外　部　研　修
　・事業計画　事務分掌について
　・倫理　法令遵守について

土砂災害　夜間火災
　・看取りケアについて
　・復命研修

排泄ケアについて

入所者数 ３１名

　　買い物、外食は新型コロナウィルス感染症流行のため実施できなかった。

令和 5年度　事　業　報　告

事業所名　　尼　子　苑

　※その他、バイキングやセレクト食は毎月定期的に実施した。保育園交流、抹茶ＶＯ



４．入所者数　（Ｒ6.3.31現在　要介護度別）

介護度 要介護　１ 要介護　３ 要介護　４ 要介護　５ 合計

５．短期入所利用者状況

延べ人数 稼働率
４月 197 82.08
５月 200 80.65
６月 182 75.83
７月 182 73.39
８月 194 78.23
９月 181 75.42

１０月 176 70.97
１１月 186 77.5
１２月 196 79.03

１月 151 60.89
２月 125 53.88
３月 126 50.81

合計 2,096 71.56

１９名 ８１名

要介護　２

人数 ０名 ０名 ２９名 ３３名



事業所名

重 点 目 標

・住み慣れた場所で少しでも長く在宅生活が続けられるよう支援す
る。

・医療依存度が比較的高い方や認知症など精神面で不安定感がある方
などの新規受け入れも行った。また、介護支援専門員や関係機関等との
連絡調整を行い、在宅での生活が継続できるよう支援を行った。

令和5年度　　　事業報告書

太陽デイサービス

目     標 事    業    計    画 実 　施　 状　 況

サ ー ビ ス 目 標

・「やりたい事」の尊重と「得意な事」を発揮できるよう支援する。
・興味のあるレクリエーション（歌・スポーツ・体操・外出支援等）を取り
入れ　利用者が満足できるサービス提供に努める。

・新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、感染症対策を継続しな
がら、徐々にできる範囲内での活動を再開した。対面での座席配置や季
節の外出などの機会を増やすなど、「やりたい事」「得意な事」など、ここ
数年制限がありできなかった事を徐々にできるようにした。

能 力 開 発 目 標

・外部・内部研修を通じて知識や技術を習得し能力や資質の向上を
図る。
・職員間で連携を取り、チームワークを築き、笑顔で明るい職場を作
る。

・外部参加やZOOM研修に６件参加した。内部研修も適宜行い、知識・技
術向上に努めた。
・介護職員初任者研修１名受講（９月～１２月）。１２月に研修を修了し
た。
・毎日の終礼や月次職員会議にて、日々の連携や職場内の環境つくり
の提案の機会を設け、全職員で良い職場となるように努めた。

地 域 目 標

・ボランティアの受け入れを行う。
・デイサービス祭りを行う。
・下山佐交流センター文化祭始め町内行事に積極的に参加する。

・新型コロナウイルス感染症防止のためボランティアの受け入れせず。
・新型コロナウイルス感染症防止のためデイサービス祭りは中止した。
・交流センターより依頼があり、平和のつどいへ利用者の方が描かれた
灯篭を出品し展示していただいた。

業 務 目 標

・追加利用や振り替え利用を提案し、利用キャンセル数を減少させ
る。
・空き状況を居宅支援事業所に伝え、新規利用の開拓や現利用者の
利用増につなげる。
・出来る経費の削減と業務の効率化を図り、時間外を減らす。
・健康観察を行い、状況変化の早期発見に努め、利用者の欠席・入
院を減らす。

・体調不良での利用キャンセルが多く、振り替え利用には結び付きにく
い。散髪サービスを取り入れ、２ヶ月に１回のペースではあるが目的を
持った振り替え利用の選択機会を作った。
・上半期は新規利用者の伸びが少なかったが、９月以降新規利用者が
増加し、２９名受け入れた。また、終了利用者は１１名となっている。しか
しながら、特定曜日（水曜日）の利用者の受け入れが伸びず、上半期の
利用実績も伸び悩んだ。そのため、年間目標値の達成は出来なかった。
・継続した経費の削減と経年劣化による修繕を行い、照明に関し修繕と
同時にLEDを導入した。
・利用者の体調観察を継続的に行い、体調の変化などについて担当ケア
マネージャーや関係機関と連絡調整を行った。その事により、早期に受
診に結び付いた面もあった。



＜資料１＞

　　　各種行事・外出支援について

４月 １０月

５月 １１月

６月 １２月

７月 １月

８月 ２月

９月 ３月

　
＜資料２＞

　　　研修参加状況(オンライン研修を含む）

合計

35

22

＜資料３＞

　　　利用実績表

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 Ｒ5平均 Ｒ4平均

377 407 426 402 392 433 500 468 462 397 446 442 429.3 411.25

15.1 15.1 16.4 15.5 14.5 16.7 19.2 18 17.8 16.5 17.8 17 16.6 16.65

55.85 55.83 60.68 57.26 53.77 61.68 70.66 66.1 65.81 61.27 66.07 62.96 61.5 58.89

・広瀬町内桜花見外出
・伯太チューリップ花見外出

・運動会

・荒島つつじ花見外出
・安来市役所展望テラス外出

・清水寺あじさい見学 クリスマス会

・ふれあい書道展出品
・新年会
・白鳥見学外出

・七夕イベント ・節分豆まき

・敬老会
・布部平和のつどい作品出品

　　　　＊主な研修内容

介護職員 看護職員 生活相談員 管理者

常勤職員 19 7 6 6

非常勤職員 16 6

平均利用者数

稼働率

外部研修：「新型コロナ感染対策」「BCP研修」「リスクマネジメント」「コロナ後のレクリエーションを楽しみ方を学ぼう」
　　　　　　　「介護のための医学の知識」「虐待・身体拘束研修」
内部研修：「高齢者虐待防止」「接遇研修～利用者への言葉かけについて」「食中毒」「事故防止リスクマネジメント」「感染症予防」
　　　　　　　「身体拘束および虐待防止」「プライバシー保護及び倫理、法令順守」

Ｒ5延人数



目　標

・個々の日常生活の状況に合わせ、サービス提供に努めた

・利用者、家族の希望、要望を聞きケアマネジャーと情報共有し、サービス提供
を行い、在宅生活を円滑に送れる様に支援した

・個々の出来る事を見極め、残存機能を活かし維持出来る様に介助を行った

・施設内研修を実施し、感染予防対策（コロナウイルス感染拡大防止）に努めた

・業務での役割分担を共有化し、互いに協力し行動、実施した。

・コロナ禍であり地域行事が開催されず、比田デイサービス交流会も中止
・コロナ感染拡大防止の為、ボランティアの受け入れ自粛中
・郵便局にプランター寄贈し作品展示の実施
・小学校、認定こども園へ雑巾の寄贈

・1日平均利用者16.1名

令和5年度　事業報告書
事業所名　　　比田デイサービスセンター

事　業　計　画 実　施　状　況

重点目標
◯在宅生活の中で、一人ひとりが安心し楽しみを持ち、暮らせるように
支援する。

・コミュニケーションを重視し、楽しみの場となるようにレクリエーションの提供を
行った

○利用者の必要に応じ受け入れ対応にて一日平均14名を目標とす
る。

・短期入所の利用や利用終了が増加したが、利用予定者のキャンセルが少な
かった。

サービス目標

能力開発目標

地域目標

業務目標

○利用者・家族の声を傾聴する。～信頼関係の構築～
〇生活機能訓練を生かし、出来る事の支援。

○積極的に研修に参加して介護技術等の専門的スキルアップを図
る。
○スタッフ全員が個々の役割を認識し質の向上を図る。

○地域貢献活動の実施

・インシデント等から改善点を出し合い内部研修を行い事故防止対策を行った。
（内部研修での介護技術研修）



資料①　
研修報告

介護職員 看護職員 生活相談員 管理者 合計

常勤職員 1 2 2 1 6
非常勤職員 0

☆ 主な研修内容     　　

☆ 内部研修　　　　・感染予防対策研修　・介護技術基礎研修　・高齢者虐待防止研修

資料②　

外出支援・各種行事

月 月

4月 10月

5月 11月

6月 12月

7月 1月

8月 2月

9月 3月

資料③　

利用実績表

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
令和5年度

平均
令和4年度

平均
R5年度
延人数 395 437 426 430 454 444 439 448 398 331 386 396 415 354

平均利用者数 15.8 16.2 16.4 16.5 16.8 17.1 16.9 17.2 15.3 13.8 15.4 15.2 16.1 13.8

稼働率 87.7% 88.8% 91.0% 91.8% 93.4% 94.8% 93.8% 95.7% 85.0% 76.6% 85.7% 84.6% 89.1% 76.0%

内容 内容

桜見学ドライブ 運動会

芝桜見学ドライブ 亀嵩　総光寺　紅葉見学ドライブ

敬老会

クリスマス会

七夕祭り とんどさん

節分豆まき



目標 事業計画 実施状況

重点目標
住み慣れた地域で望む生活
ができるよう支援する

利用者が持つ能力を見つけ、その能力を引き出し、高めることで自立した生活ができるよう支援した。

自立支援・介護予防に取り
組み重度化防止に努める

日常生活リハビリ、口腔機能維持活動を通し、利用者個々が心身の機能維持、健康管理ができるよう支
援した。

「活動」「参加」の場を作り、
地域社会との関わりを持つ。

地域行事への参加や地域貢献活動を通し、利用者が地域社会と関わりが持てるよう支援した。

外部研修
オンライン研修を活用し、多くの職員が研修に参加することができた。
＊別紙資料１参照

内部研修 復命研修、内部研修を定期的に行い、質の向上に努めた。

資格取得 特になし

地域目標 地域貢献活動の実施
ひろせ保育園へのプランターの寄贈、広瀬・布部・山佐小学校、広瀬中学校へ手作り雑巾の寄贈。
新型コロナ感染症のため外部ボランティアの受入れなし。
＊別紙資料２参照

業務目標
1日平均22名
稼働率81.48％以上

〇1日平均利用者数21.3名(前年度22.0名）
〇平均稼働率77.7%（前年度79.8%）
〇平均キャンセル率10.2%(前年度11.6%）
８月より新規利用者の受入れを停止したこと、１１月コロナクラスターによる休業により利用者数の減少、
稼働率の低下がみられた。３月より新規利用者受入れを再開したが、まだ回復していない状況。
＊別紙資料３参照

令和５年度  事業報告書

サービス目標

能力開発目標

事業所名　　　広瀬デイサービス　　　



＜資料１＞

研修参加状況（オンライン研修含む）

＊主な研修内容

認知症介護基礎研修、高齢者虐待防止の取り組み事故防止、事故防止研修、介護のための医学の知識他

＜資料２＞

　地域交流、外出支援等について

＊川柳投稿：月刊デイ（月1回）、山陰中央新報（年1回）、広瀬交流センター（年３回）

＜資料３＞

　利用実績表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 R5年度平均 Ｒ4年度平均

595 601 571 562 588 569 559 426 527 463 507 535 541.9 556.7

23.8 22.3 22.0 21.6 21.8 21.9 21.5 19.4 20.3 19.3 20.3 20.6 21.3 22.0

88.2% 82.4% 81.3% 80.1% 80.7% 81.1% 79.6% 60.7% 75.1% 71.5% 75.1% 76.2% 77.7% 79.8%

11月

12月

介護職員

3

5

Ｒ5年度延人数

4月

5月

6月

7月

8月

平均利用者数

稼働率

常勤職員

非常勤職員

9月

看護職員 歯科衛生士

0

0 0

生活相談員

1

管理者

1

合計

5

5

お楽しみ会

外出支援なし

紅葉狩り、ひろせ保育園プランター寄贈

布部・山佐・広瀬小学校雑巾寄贈
広瀬中学校雑巾寄贈、しめ縄作り

とんどさん、初詣

節分、白鳥見物

桜花見

チューリップ見物

つつじ見物、鯉のぼり見物

紫陽花見物、ふれあい書道展出品、ひろせ
保育園プランター寄贈

祇園祭

外出支援なし

1月

2月

3月

10月



項目 実施計画 実施状況

柔軟な受容姿勢と ・利用者、家族の状態や生活状況変化に応じて利用

思考力を持った対応 者側の意向を尊重し、状態悪化、介護負担軽減に繋

がる多様な提案や対応を行い、在宅生活継続を援助

重点目標 出来た。

信頼関係の ・利用者、家族へのモニタリングやケアマネからの意

構築と保持 見を伺い、出来る限り意向に沿うように事業所内での

検討をし、信頼関係の構築、維持が出来ている。

・事業所職員減の状況に於いて、追加訪問依頼に１回

満足感の得られる 当りのサービス提供時間・内容増の対応を行ったが、

サービス目標 サービス提供 生活援助にサービス提供不足が生じた部分があった。

・利用者緊急時には関係事業所と連携して早急に対

応をし、家族からは安心感を得て頂くことが出来た。

ヘルパー連絡会 ・毎週月曜日１２：３０～定期的に実施　　　　全員

外部研修 ・虐待防止研修・権利擁護　　　　　　　　　１名（管理者）

　能力開発目標 ・大人の発達障害について　　　　　　　　１名（管理者）

・感染防止研修　　　　　　　　　　　　　　　１名（介護員）

内部研修 ・法人BCP訓練　　　　　　　　　　　　　２名（管理者・サ責）
・防犯研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員
・復命研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員
・独居・高齢者世帯の利用者へ、家族依頼から民生委

地域との関り 員、近隣者の見守り支援、地域により郵便局や駐在所
　地域目標 の訪問もあり、緊急時を含め早急な対応をして頂き、

心強く訪問が出来ている。
　月平均利用者数 ・月平均２９名　　　（前年３１名）
　　目標月平均３５名・利用者延人数２，８０２名　　　（前年３，３５３名）
　目標利用者延人数・近年訪問介護への新規依頼減少傾向に重ね職員不
　　３，７２０名 足の事業所体制の為、依頼の半数程度しか受け入れ

が出来なかった事と、後期に入り訪問回数の多い利
　業務目標 用者の利用終了もあり、収益は１２３万円の減となった

収益向上の取り組み・利用者減に伴い、随時市内の居宅介護支援事業所
や包括支援センターへ空き情報提供を行い、年度末
迄に新規訪問２名依頼受付１名と利用者増となった。
来年度も当地域の在宅支援と維持の寄与に、事業所
全体で努めていく。

令和５年度　訪問介護事業報告（太陽ヘルパーステーション）



項目 実施計画 実施状況

居住地域社会での ・利用者に「刺激・楽しみ・生活へのゆとり・行動意欲」

生活の継続 が出来、家族の支援負担軽減にも繋がり生活の安定

が得られた。

重点目標 ・利用状況から将来の生活に着目し、相談員・福祉課

信頼関係の と連携して現状課題の解決や起こりうる問題想定をし

構築と保持 支援会議を重ねる等、利用者、家族に沿いながら支援

者全体で支えるように努めた事で、安心感と信頼関係

の構築と維持が出来た。

・共に行い働きかけるサービス提供に努め、行動の継

サービス目標 出来る事へ着目し 続や意欲維持が出来ていた。半面、安心感が依存に

意欲への促しと 変わり「してもらう」といった状況の利用者もあり、その

傾聴の姿勢 都度相談員と共に意向確認をしサービス内容の修正

をして自立支援への働きかけに努めた。

ヘルパー連絡会 ・毎週月曜日１２：３０～定期に実施　　　　　　全員

　能力開発目標 外部研修 ・虐待防止研修・権利擁護　　　　　　　　１名（管理者）

・大人の発達障害について　　　　　　　　１名（管理者）

・感染防止研修　　　　　　　　　　　　　　　１名（介護員）
内部研修 ・法人BCP訓練　　　　　　　　　　　　２名（管理者・サ責）

・防犯研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員
・復命研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員
・家族や近隣者との関りや協力もあり、地域参加や在

　地域目標 地域との関り 宅生活継続が出来ていた。サービス提供困難ケース
も無かった。

　月平均利用者数 ・月平均４名（前年３，５名）
　　目標月平均５名 ・利用延人数２１２名　（前年２２１名）
　目標利用者延人数・後期に介護保険利用者減となり新規受け入れをした
　　４３２名 為、平均利用者が前年より僅かに増だが、延べ人数

はキャンセルも多く伸びない結果となった。
　業務目標 収益向上の取り組み・人員減の事業所体制を踏まえ、遠方で２名派遣の訪

問を他事業所に受け入れをして頂いた利用者もあった
が、年度後期から２名の新規受け入れをした。来年度
も体制状況と合わせながら、事業所全体で前向きな姿
勢で支援に励みたい。

令和５年度　障がい者自立支援事業報告（太陽ヘルパーステーション）



☆訪問介護（介護保険）☆

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年間

235 275 263 236 260 241 231 232 220 200 214 195 2,802

身体介護
58 65 60 59 58 56 71 80 76 63 68 66 780

身体・生活
114 135 117 98 123 123 92 83 78 74 76 68 1,181

生活援助
0 2 6 8 14 11 14 15 18 20 20 12 140

訪問型独自
63 73 80 71 65 51 54 54 48 43 50 49 701

☆訪問介護（障害福祉サービス）☆

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年間

3 4 4 4 3 4 4 4 3 2 4 3 42

18 16 20 21 19 22 18 23 16 9 19 20 221

4 3 3 4 4 4 4 4 4 4 5 5 48

19 17 16 17 18 19 18 15 13 12 20 28 212

　　　　利用延回数

R5年度利用実人数

　　　　利用延回数

R5年度　太陽ヘルパーステーション利用実績表

月

延回数

　
内
　
訳

月

R4年度利用実人数

　　



項目 実施状況

重点目標

・個別地域ケア会議に参加し、自立支援・重度化防止に向けたケアマネ
ジメントの実践力及び資質向上に努めた。
・主任介護支援専門員連絡会に参加し、多職種とのネットワーク構築に
向けて、協働して取り組む事が出来た。
・地域ケア会議を開催し、多職種において地域課題を共有し、解決に向
けた意見集約を行う事が出来た。
・医療機関と連携し、入退院支援を行った。認知症疾患医療センターや
松江圏域重症神経難病患者の連絡会の研修に参加し、情報共有やケ
アマネジメントの知識・実践力の向上に努めた。

・自己点検シートの活用や、研修への参加により、知識・技術・倫理性
の向上に努めた。
・行政・包括支援センターとの連携や研修への参加により、他法の知識
習得に努めた。
・医療機関と連携を図り、退院後のスムーズな在宅生活に繋げる事が
出来た。

・11月14日、広瀬中校区別地域ケア会議開催。移動支援について、地
域課題を共通認識し、課題解決に向けて、ネットワークの構築、在宅医
療・介護の連携を図った。
・民生委員や地域住民より情報収集し、実態把握及び地域課題の把握
に努めた。
・24時間相談対応し、適切な情報提供や専門的な支援、包括支援セン
ター等の関係機関との連携を図った。
・主任介護支援専門員連絡会に参加し、第１回7月26日、防災に関する
ネットワーク構築、第2回2月20日人材育成、社会資源の開発に向け、
多職種との連携・協働の推進を図った。

・行政との連携を図り、介護者へ介護予防に必要な知識の提供に努め
た。

・包括支援センターの委託を受け、介護予防のための効果的な支援を
行った。

・研修への参加等により、常に新たな知識の研鑽に努めた。

介護支援専門員専門研修Ⅱ
eラーニング：９月１９日～１０月1９日
集合研修：１０月２４・2５日、11月21・22日（4日間）　　　　　　　　　　1名

認定調査員研修 eラーニング：11月１日～１1月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員

ケアマネジメント研修

5月24日、6月21日、9月20日、12月20日、1月24日
個別地域ケア会議（自立支援型ケアマネジメント会議）　　　　　　　　　　　　　4名
3月4日、個別地域ケア会議公開講演会（オンライン）　　　　　　　　　　　　　　1名
12月17日、ケアマネ協会研究大会（オンライン）　　　　　　　　　　　　　　　　　 1名

スキルアップ研修

4月19日、コロナ感染症対策研修会（オンライン）　　　　　　　　　　　　　　　　　2名
5月26日、12月2日、介護保険制度改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2名
6月8日、新人介護支援専門員研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1名
7月25日、高齢者住まい看取り研修（オンライン）　　　　　　　　　　　　　　　　　1名
7月26日、個別避難計画研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2名
9月20日、難病医療等従事者研修Ⅰ　　　　　　                                    　1名
12月7日、高齢者虐待防止研修(オンライン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3名
12月16日、認知症対応力向上研修（オンライン）　　　　　　　　　　　　　　　　　1名
12月21日、災害ケースマネジメント推進研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1名
2月10日、相談援助技術（オンライン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1名
2月28日、地域の権利擁護推進セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1名
3月8日、訪問診療の取組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2名

法人内研修

7月13日、事故防止リスクマネジメント研修（オンライン）　　　　　　　　　　　　1名
2月15日、ハラスメント研修（オンライン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1名
・個別ケース会議、法令順守、リスクマネジメント　　　　　　　　　　　　　　　　全員
・介護支援専門員毎に個人目標をたて、自己研鑽に努めた。　　　　　　　　全員

令和5年度事業報告書（在宅介護支援センターひろせ）

実施計画

①ケアマネジメントに必要な医
療との連携・多職種協働の実
現に努める。
②総合相談支援における知識
と技術を身につける。

サービス目標

居宅介護支援事業

総合相談支援事業

安来市地域支援事業

介護予防支援及び介護予防ケ
アマネジメント業務

要介護認定調査委託業務

能力開発目標

外部
研修



項目 実施状況実施計画

復命研修

5月2日　「コロナ感染症対策研修会」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員
7月19日「リスクマネジメント研修」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員
8月2日「高齢者住まい看取り研修」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員
10月18日「難病医療等従事者研修」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員
12月20日「ケアマネ研究大会」「認知症対応力向上研修」　　　　　　　　　   全員
1月24日「災害ケースマネジメント研修」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4名
2月14日「相談援助技術を深める」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員
2月21日「ハラスメント研修」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員
3月6日「地域の権利擁護推進セミナー」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4名
3月19日「訪問診療の取組み」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員

・個別地域ケア会議や支援業務を通し、包括支援センター、行政、民生
委員や地域住民との情報共有を行い、地域課題を把握し、地域づくりに
繋がる様に努めた。
・サロンへの参加はなし。

6月27日、7月21日高齢者虐待防止対策協議会へ参加し、情報共有や
多職種連携を図った。

〇介護給付
（月165件、居宅支援費Ⅰ：119件、居宅支援費Ⅱ：45件目標）
・月平均：162件、居宅支援費Ⅰ：117件、居宅支援費Ⅱ：45件
〇予防給付（月26件目標）
・月平均：31件
〇初回加算：69件
〇入院時情報連携加算・退院退所加算の算定
・入院時情報連携加算Ⅰ：延べ66件、Ⅱ：延べ14件
・退院退所加算Ⅰ１：延べ3件、Ⅰ２：延べ8件
・退院退所加算Ⅱ１：延べ13件、Ⅱ２：延べ3件
・通院時情報連携加算：延べ2件
〇特定事業所加算Ⅱを継続して算定
・介護支援専門員実務研修：1名の受入れ

・入院時情報連携加算、退院退所加算、他加算について、確実
に算定出来る様に努めた。
・特定事業所加算Ⅱを継続して算定出来るよう、毎週水曜日に
定例会を開催し、利用者の情報共有・状況把握、事業所の資質
向上に努める等、加算に係る基準の遵守を行い、減算防止に努
めた。
・医療機関や包括支援センターとの連携を図り、新規利用者、困
難事例の受け入れに努めた。

業務目標

目標利用率

収益向上の取り組み

内部
研修

地域目標

地域課題の把握　地域づくり

高齢者虐待防止協議会実務者会議



様式　E

事業所名　在宅介護支援センターひろせ　　　

１．相談方法（延べ数） ４．相談経路別区分（新規）
延べ数 経路 実人数

1 電話 68 本人 2
2 来所 11 家族・親族 18
3 訪問 11 ケアマネジャー 2
4 その他（メール・郵便・会議） 0 行政機関 1

90 医療機関 17
民生児童委員 0

２．相談人数 包括支援センター 34
計 近隣住民・知人 1

1  実人数 78 警察 0
  内、介護認定を受けていない人 20 介護事業所 3

2  延べ人数 90 その他関係機関 0
  内、介護認定を受けていない人 17 計 78

３．相談種別／件数（※重複あり） ５．年齢別件数

延べ数 実人数

1 認知症（疑い含） 10 ～64歳まで 0

2 状況（実態）把握 0 65～74歳まで 10

3 介保制度（申請・サービス含） 77 75～84歳まで 24

4 福祉用具･住宅改修 34 85歳～ 44

5 虐待（疑い含） 0

6 生活困窮 0 ６．校区別件数

7 金銭問題（滞納・未納・債務含） 0 実人数

8 困難事例 0 一中校区 5

9 ケアマネ支援 4 二中校区 3

10 成年後見制度 0 三中校区 2

11 権利侵害（金銭搾取・消費者被害） 0 広瀬中校区 67

12 家族不和 0 伯太中校区 0

13 社会的孤立（引きこもり含） 0 市外 1

14 地域とのトラブル 0

15 障がい・難病 1 ７．訪問による実態（状況）把握件数

16 8050･20（ダブルケア含） 0 実人数

17 ヤングケアラー 0 ひとり暮らし世帯 15

18 介護疲れ 1 高齢者世帯 29

19 介護と仕事・介護離職 0 計 44

20 住居確保・住み替え 0

21 ごみ屋敷 0 ８．時間外対応（土・日・祭日含む）

22 施設入所支援 5 延べ件数　（月合計） 0 件

23 入退院支援 23 延べ時間　（月合計） 0 h

24 受診支援（同行含） 0

25 ギャンブル・薬物（依存症含） 0 ９．個別地域ケア会議の開催

26 アルコール(依存症含) 1 ケース対象者名 開催日

27 移動・交通（免許返納含） 0

28 就労支援 0

29 苦情関連 0

30 その他 1

合計 157 《添付資料》※個別相談票（新規分）

令和５年度　総合相談支援業務実績報告書　（５年度合計）

計



グループホームなごみ

目標 事業計画 実施状況

・その人らしさを忘れることなく生活ができるように支援 ・重度化に伴い介護量が増え、認知症の方に寄り添うことができにくい状況になっているのが

する 日常化している。

・感染対策を取りながら個人の思いを尊重し、「やりたいこと」・個人の「出来ること」「支援が必要なこと」を考えながら生活の支援を行った。

「出来ること」などの継続を支援する

・健康状態を把握し、主治医との連携を図り異常の早期発見に・健康観察を行い、体調不良時は主治医に上申し、異常の早期発見に努めた。

努める

・感染対策を取りながら外出支援・季節の行事を行い、 ・感染対策を取りながら、ドライブ・外出支援で気分転換をしていただいた。

活気と笑顔のある生活を支援する

・訪問医療との連携を図り看取り介護についても支援を行う ・看取り支援はなかった。

・ｅラーニング等を利用し自己研鑽に努める ・外部研修に参加、内部研修を行い、資質向上に繋げた。

・危険予知を行い事故を防ぐ ・前年度よりアクシデント、ヒヤリハット数は少なかった。

・目標を理解し、どう行動するべきか自分自身で考えて行動 ・判断に困った時や問題点等、ミーティング等利用し支援に繋げた。

できる

・感染状況によりボランティア・実習生の受け入れについて ・大阪健康福祉短期大学の学生３名、広瀬中学校の生徒１名、松江養護学校の生徒１名の実習を受け

判断する 入れた。

・近所（八幡町）の方との関係性を継続する ・同町の商店に買い物に出かけたり、とんどさんに参加し交流を行った。

・目標利用率　99％ ・稼働率９４．８５％。

入院、退所等で空床になった。入居希望者もいない時があり目標利用率にいかなかった。
業務目標

令和５年度　事業報告書

重点目標

サービス目標

能力開発目標

地域目標



・入所状況（令和６年3月31日現在）

要支援２要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計

1 6 7 3 1 18名

・入居者の外出一覧・地域との交流行事

月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

１１月

12月

１月

２月

３月

誕生会

ご近所散策

お菓子作り

・研修報告

＊主な研修内容 ＊内部研修

・認知症介護実践研修「実践者研修」・事故防止・新人職員研修

（リスクマネジメント）・高齢者虐待防止対策研・高齢者虐待防止研修

修・多職種連携のための意見交換会・福祉人材の・身体拘束等の適正化研修

確保に向けて・認知症介護基礎研修・感染対策研・リスクマネジメント研修

修・認知症対応力向上研修・ハラスメント防止 ・倫理・法令遵守研修

・感染症対策研修

・食中毒予防研修

・退所者数・理由

尼子苑　　　　　　２名

安来市立病院　　　４名

・入院

６月 ３名（体調不良・骨折）

７月 ２名（体調不良）

９月 １名（体調不良）

１０月 １名２回（体調不良）

１１月 １名（体調不良）

１月 １名（体調不良）

３月 ２名（体調不良）

七夕まつり・お盆行事

内　　容

チューリップ見学・芝桜

母の日イベント・運動会

赤江へいちご狩り・父の日イベント・笹巻作り

敬老会・広瀬中学校職場体験学習・彼岸花ドライブ

彼岸花ドライブ・松江養護学校生徒実習

紅葉ドライブ・ミカン狩り・大運動会

白鳥ドライブ

新年会・初詣・とんどさん（自治会）

節分



 

 

事業報告の附属明細書 

 

 

 

令和 5 年度事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の

附属明細書は作成していない。 

 

社会福祉法人 太陽とみどりの里 

 

 




